
 社会福祉法人  東香会 

保育理念　 『 いきいき 』

合言葉 　　『 すべて子ども中心 』

基本保育方針 

『子どもの成長・発達・生活に寄与する人はすべて保育者』
『永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命との関係性を深める』
『地域で安心して子育てができるように』

11月の保育主題 

『 いろどりの中に　たくさんのたね  』 

芸術や食材の豊かさなど、色彩に弾ける

2023.11.1 

 alleyで子どもたちと生活を共にする大人たち。

そんな大人達がどんな人なのか、深掘りしていきましょう！

前月に引き続き、給食職員と乳児フリーの職員です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトリエ担当　河合

左から、かずこさん、ふじむらさん、ゆかりさん、みぞぶちさん、えみかさん



11/18(土)   祭典   こども美術館 　テーマ「マグマ」

                こどもたちから湧き出た表現や作品を親子で鑑賞や、こどもたちの感じ方の違いを

　　　　　 元にしたワークショップの実施など、親子で楽しむ祭典です。

　　　　　 今年のテーマは「マグマ」です。マグマのようにじっくりと、時には勢いを増して

　　　　　 流れ込んだり、刺激によって形を変化させたりと。広がりや変化に満ちた表現たちの鑑賞をお楽しみください。

　　　　　 詳しい内容は別途お知らせいたします。
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11月のスケジュール

　実りの季節、秋がやってきましたね。
ある朝、「どんぐりいりますか～」と大きな声で袋いっぱいに入って
いるどんぐりをキッチンに配りにくる子ども。
可愛い秋の知らせにキッチン内も温かい気持ちに包まれました。

今月の行事食は、
2日(収穫祭)稲穂の脱穀の他、旬の秋刀魚や柿、
現在のけやき組が作った味噌を使用した芋汁
15日(七五三)赤飯、金目鯛の塩焼き

また、一から手作りの園オリジナルカレー
「ちょっぴりからいおこさまカレー」も提供予定です。
この名前はけやき組の子どもたちに試食して付けてもらった名前です。
気に入ってもらえるか提供が楽しみです。

秋は冬に向けて体温を維持するためにたくさんのエネルギーを
必要とするため食欲がわいてくると言われています。
たくさん食べて元気に冬を迎えましょう！

ー 看護師より ー ー キッチンより ー

 園長  名古屋 彩佳

ー お知らせ ー

　秋の澄み切った空気に包まれ、1年中この気候がいいなとぼやく日々です。まだ冬にならないでくれと願っております。
先日、会議のために町田にある法人本部の家にいくと、庭には美味しそうなみかんがいくつもなっていました。
昨年は酸っぱくて食べられたものではなかったようなのですが、今年のみかんは酸味と甘味のバランスが絶妙でとてもおいしい！
同じ木なのに年によって味が変わるのって面白いですよね。植物も人間も同じなんですね。

　今日は3階でのKちゃんとの話がおもしろかったので紹介したいと思います。
10月のおわり、3階の窓辺にいるとKちゃんが「見てー」とやってきました。
紙と輪ゴムでできた銃をもち「バンバン！」と四方八方に撃っています。

Kちゃん「これはね、風がないと飛ばないんだ」

　　  私「そっか、じゃあふー（息で）って風おこそうか？」

Kちゃん「ううん、これはね、お空の風じゃないとダメなの」

Kちゃん「ねえねえ、見て！あそこ（吊るされている植物を見て）、なんか揺れてるよ」

　　  私「わ、本当だ。揺れてる…」

Kちゃん「おばけの風じゃない？」

　　  私「そうかも。じゃああそこなら銃撃てるってこと？」

Kちゃん「ううん、おばけの風もだめ、お空の風じゃないと。おばけの風はひゅ〜ってすぐに落ちちゃうから」

　　  私「なるほどね」

Kちゃん「見て、名古屋さん。今日の空は雲がないよ！」

　　  私「本当だ、雲一つない！なんでないんだろうね〜」

Kちゃん「ね〜泥棒がとっていっちゃったんだよ」

　　  私「そっかあ！」

Kちゃん「これみて、この銃はねテープ１つも使ってないんだよ」

　　  私「どれどれ…」

Kちゃん「ね！光ってるところないでしょ」

　　  私「テープを貼ると光る？そういうことか！（確かにテカテカするよな…）」

Kちゃん「あとね、音もなるんだよ、ほらギターみたい」

　　  私「ギターにもなるのか！」

　Kちゃんのつくった紙と輪ゴムの銃。窓辺に座ってボソボソと2人で話をしていたら、Kちゃんの銃が
いつの間にかあたたかいものに見えました。最近世界の各地で戦争がおこり、銃という存在は “人を殺す” ものとして冷たさを
感じるものでした。しかし、Kちゃんの銃はほんわかあたたかさがあって、殺めるとは遠い存在としてそこにありました。

　11月にはこども美術館があります。
日頃、子どもたちが表現しているものと、スケッチが並びます。
子どもたちの思いが溢れた美術館となります。ぜひ、スケッチをみてその子の思いに触れてみてください。


